
2016年4月以降に当院において大腿膝窩動脈疾患の診療を受けた方。

総合病院国保旭中央病院で診療を受けられる患者さんへ 2017071802

総合病院国保旭中央病院では、以下の研究を実施しております。

研究の対象になる可能性がある患者さんで、診療情報が研究目的で利用されることを望まれない方は、

下記のお問い合わせ先にご連絡下さい。

１．研究課題名
大腿膝窩動脈疾患に対する血管内治療の多施設共同実態調査

２．研究の対象患者

３．研究の対象期間
2016年4月1日～2022年6月30日

４．研究の概要
大腿膝窩動脈に対する診療の実態や予後の実態、ならびにそれらの関連因子を明らかにすることである。
診療や予後の実態が明らかになることで、これまで日常診療の中で行われてきた本疾患の管理戦略を科学
的に見直すことができる。さらに、管理方法や予後との関連因子を探索的に調査し、どのような特徴を有
する患者が診療の恩恵をより大きく被っているのかが明らかとなることで、効果的な疾患管理戦略を見出
せる可能性がある。また、今後、新しい管理戦略が開発されたとき、本研究は従来治療の成績を反映する
対照データとして重要な情報を提供することができる。

５．研究実施予定期間
2017年7月19日～2022年6月30日

６．研究に用いる試料・情報の種類
情報：識別コード、年齢、性別、病名、重症度、治療状況、身長、体重、血圧、血液・尿検査、生理画像
検査等の結果、血行再建術後再狭窄・再閉塞・大動脈瘤破裂・下肢切断・他の心血管疾患・死亡等の発生
状況等

７．外部への試料・情報の提供
パスワードを設定したデータを電子媒体で送付する。



　　　　　　　・研究責任者：

８．研究組織

　　　　　　電話：0479-63-8111㈹

（研究代表者）

小倉記念病院　循環器内科　曽我　芳光

９．お問い合わせ先
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。
ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保証に支障がない範囲内で、研究計画書及び
関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承
いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出下さい。その場合でも患者さん
に不利益が生じることはありません。

（連絡先）　地方独立行政法人　総合病院国保旭中央病院

循環器内科　早川　直樹
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